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１２クール日報（３月９～３月１３日）
	報告日
天気
	３月１２日（火）
雨
気温　最高７度
（最低５度）
	報告者
	山形県＠荒木、日塔
仙台市＠岩渕、春
福島県＠安達、遠藤
徳島県＠山本、坂東
高知県＠澳本、山本

※文中チームメンバー敬称略


	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:30　　宿舎出発（高岡市）
7:40　　志賀町VC到着
8:00　　朝礼
8:10　　Ｖ受付・オリエンテーション（随時）
9:00　　調査班発
  9:30　　V出発（随時）
10:00　　マッチング班（問合せ対応、翌日以降のマッチング調整）
13:30　　マッチング班（活動報告等対応、翌日準備）
17:00　　ミーティング 
17:20　　翌日のマッチング調整
17:30　　業務終了　移動（宿舎まで）
[bookmark: _heading=h.gjdgxs]19:00　　宿泊地に到着

	報告事項
（志賀町災害ボラセンミーティング報告書）

	別紙参照・ニーズ件数：新規20件／累計940件
・ボランティア75人（県ボラバス45人、団体3組18人、一般ボラ7人、地元ボラ5人）
・活動件数：13件、→完了0件、継続3件／本日活動延べ人数84人、活動累計1,212件
・現地調査：12件／現地調査数（マッチング待ち）151件、残ニーズ236件
▶受付／特になし
▶現調／特になし
▶マッチング／星野ひろしさんの忘れ物（高速道路利用証明書）あり。１３日午前に取りに来るためマッチングで預かっている。
▶資機材／・バール（小）の忘れ物あり。番号を控えるようにしたい。
　・資機材が不要だった案件あり。不要の場合はニーズ起票時に明記しておいてほしい。
▶総務／
・町対策会議を実施。罹災証明は４月中に完了予定。
・志賀町の公費解体について：家財は原則建物から出しておく。立ち入れる家屋に搬出可能なものが入っていた場合、公費解体は行わないこととなっている。
→公費解体の場合「解体するなら家財を入れておいてよい」と伝えないこと。
→「半壊」をボランティアが入れない基準としている。
→社協としての視点は生活優先ではないか。建物を壊すのであれば、何でも搬出するのではなく、生活に必要なものを運ぶという意味合いでのボランティア活動になる。1３日に検討する。東日本大震災時、仙台市では住民の生活優先で判断していた。
▶NPO／特になし　マッチング待ちが発生するため
▶全体／

	今後の主な予定
	１３日：RAT対応の団体（ひのきしん）あり。受付にて軽トラ貸出対応する。

	調整課題・所感等
	公費解体に関するボランティア対応が難しい。判断基準や優先度について検討する。

	その他
	
１３日はボランティア活動休止日のため8：30ミーティング開始。




